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１．概要（Summary） 

次期 X 線天文衛星では高エネルギー分解能と数百画

素の撮像能力を併せ持つ X 線検出器が求められる。超

伝導遷移端(TES)型X線マイクロカロリメータはX線光子

1 つ 1 つのエネルギーの温度上昇を超伝導遷移端の急

峻な抵抗変化として捉え、入射 X 線のエネルギーを精密

に測定することが可能な X 線分光検出器である。 
 我々は TES 型 X 線マイクロカロリメータを in-house

で製作している。TES 型 X 線マイクロカロリメータの X 線

吸収体には電析を用いた Cu と Bi の二層薄膜吸収体を

採用し、我々の研究グループでは初めて二層薄膜吸収

体の構造形成に成功した。しかし、製作した素子の性能

を評価したところ、X 線の吸収位置によるばらつきによっ

てエネルギー分解能の劣化が確認された。これはBi層の

粒径が不揃いで均一な膜が生成されていないことが原因

だと考えられる(H26 年度報告書)。そこで我々は、Bi 層

の膜質の改善を目指した電析の条件出し実験を行った。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

EB 蒸着装置、めっき装置 
【実験方法】 

本実験ではBiの粒径の改善を目指し、電析システムを

用いて粒径の揃った緻密な Bi の薄膜の成膜を試みた。

電析で必要となる電極(seed)層は EB 蒸着装置で成膜し、

Ti/Au(=10/400 nm)の薄膜を用いた。Bi 塩としては硝酸

ビスマスを用いて、電解溶液には硝酸を用いた。従来の

Bi の析出には定電流を用いていたが、Bi の粒径の成長

が疎らで緻密な膜とならないことから、パルス電解法を用

いた析出方法へ変更した。パルス電解法でのパラメータと

して、パルス周期や振幅電圧を振り、SEM を用いて表面

構造を確認した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

パルス電解法に変更した結果、従来の定電流で成膜し

た膜と比べ粒径サイズは 1um 以下、膜質は緻密な膜とし

て成膜できた。今後はこの膜質を維持しつつパターンサイ

ズでの成膜を試みる。 
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Fig. 1. SEM images of electrodeposited Bi films.  

 
 

４．その他・特記事項（Others） 
なし。 
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